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第２回生月町地域協議会会議録 

 

１．会  場   平戸市役所生月支所３階第２委員会室 

 

２．日  時   平成２５年８月６日（火） １３時３０分開会 

 

３．出席委員 

 松永委員、伊藤るり子委員、山浦委員、志水委員、神田委員、濵﨑委員 

大浦委員、藤永委員、松山委員、伊藤忠光委員、寺田委員、岩井委員 

柿本委員 

   

４．欠席委員 

   豊増委員 

 

５．議事録署名人 

伊藤るり子委員 濵﨑委員 

 

６．出席職員   松本支所長兼市民協働課長、畑原産業建設課長、石橋産業建設課参事監 

平松教育委員会生月分室長、平松生月病院事務長、松本保育所長 

舩原舘浦出張所長、破戸市民協働課係長、山口主任主事 

市長公室企画課岡部課長、田中政策企画班長、濵村水道局長、濵﨑次長 

赤木総務班長、楠富係長 

 

７．傍聴人数   ３人 

 

８．審議案件等の概略及び審議結果並びに発言内容 

 

１３時３０分開会 

（１）会長挨拶 

   松永会長 

 

（２）議  題 

  １．平成２５年度平戸やらんば市民活動サポート事業補助金（生月地区）審査について 

  ２．平戸市生月地区公共施設整備基金について  

  ３.その他 

    

○会長○会長○会長○会長    

  本日は過半数以上の委員の出席をいただいておりますので、これより会議を進めてまいり

ます。欠席の届けは、豊増委員から出ておりますので、報告いたします。 
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 次に、議事録署名委員の選任を行います。伊藤委員、濵﨑委員にお願いいたします。 

それでは、本日の議題に入りたいと思います。 

まず、議題１、平成２５年度平戸市やらんば市民活動サポート事業補助金、生月地区の審

査についてですが、審査部会長より審査結果についての報告をお願いいたします。 

 

○○○○    審査審査審査審査部部部部会長会長会長会長    

報告させていただきます。本日、１０時から１０時４０分まで、２階の庁議室で審査部会

を開きました。審査部会の委員の方々には全員出席をいただいております。今回、申請され

たものにつきましては、皆様のお手元の資料、審査一覧を出していただきたいと思います。

２ページをお開きください。事業計画がございます。今回、この平戸市やらんば市民活動サ

ポート事業補助金を申請されたのは、生月漁協青壮年部からでございます。新規事業として

出されております。事業名は、ここに書いてありますが、「生月漁港防波堤壁面美化推進活動

事業」、目的と事業内容ですが、一緒に説明させていただきます。これは、生月漁協の防波堤

に美化を兼ねて漁業に関連する壁画を描こう、その補助金をお願いしたいということでござ

います。それで、ここに書いてありますとおり、港というのはあのような防波堤が無く、入

り江になっており遠くを見渡せて、遠くに防波堤があるという感じですが、ここは直行、直

近に防波堤がありまして、景観上、ただそこにセメントが立っているだけだということで、

そこを美化できないかということで壁面の絵を描こうということです。 

 大きな目的は環境美化でございますが、ここに付加価値があり、一つは、子供たちをこれ

に参加させようということでございます。生月小学校の６年生卒業記念を兼ねてこれをやっ

てみたらどうかということでございます。昨今、子供たちの魚離れ、それから、漁業に対す

る理解の不足とかというのがありますので、青壮年部は、この壁画を描くことによって親し

みを持たせるということも大きな目的であるという説明を受けました。 

 それで、事業実施期間は、２５年の１１月１日から１１月３０日１カ月でやるそうですが、

何せ防波堤というのは、全長４５０から５００メートルぐらいあります。そのうちの１００

メートルをやりたい。今回はどの程度やれるのかわかりませんが、１０メートルぐらいです。

そうすると、１００メートルやるとしたら１０年間かかります。しかし、補助金は３年間し

かありませんので、その３年間の中でできる範囲でやっていくという形でございます。そう

すると、あと７年間はどうなるかということですが、それ以外の補助金、この新規事業チャ

レンジ以外の補助金や補助制度等を調べてやっていくと。将来的には、もしやれないようで

あれば、地域住民の方々、保護者の方々の物心両面の支援を得ながら完成をしていくという

ことですので、とりあえず３年間はきれいな絵ができると思います。その３年間の補助事業

ということで申請されております。 

 それで、指導者は、生月中学校の美術の先生が指導されるということでございます。そう

いう形で目的、事業内容の説明を申し上げました。 

 期待される効果としては、美化を進めることによって観光事業が拡大していくということ

も入ってくると思います。費用は４０万円、自己資金が２０万円でございます。６０万円の

事業費でございます。内訳は、主なものは消耗品です。ヘルメットや材料費ということで、

それから、ライフジャケット等はまだ既存の漁協さんが持っていられるのを借りたりしてや

っていくということで、必要最小限の形で進めていくという、そういう説明でございました。 
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 委員のほうから何点か質問が出まして、その中で、やはり一番大きいのは、今申し上げま

したとおり、３年間と１０年間、防波堤が４５０メートルのうちの１００メートルぐらいで

すから、そういうことから考えますと、グランドデザインとか、それから、こういう事業を

他地区でやっているかどうかよく調べて、非常にいい事業ですので、成功裏におさめるよう

な形で計画を密にやってほしいという意見が出ております。 

 それから、漁港管理については県が管理しているということで、そちらのほうの許可等も

口頭了解で連絡をとっているということで、事業を行うに当たっての支障というのは特にな

いということでございます。 

 一応そういう形で説明と質疑応答を終わった次第です。 

 その後、皆様お手元の審査表に基づいて事業の目的を行っているかとか、今後効果が期待

されるかということで点数を入れていただきまして、合格は１８.０ですが、２６.１３とい

う審査をしていただいた委員の方々の高い評価を受けて、私どもの審査部会では合格という

形で伝えております。 

 最終的には、この私の報告を受けて、協議会で再度合否を判定していただいて、向こうの

事業実施という形になると思います。簡単ではございますが、以上です。 

 

○会長○会長○会長○会長    

ありがとうございます。ただいま審査部会長より審査結果について報告がありましたが、

何か御質問や御意見等はありませんでしょうか。○○委員、どうぞ。 

 

○○○○委員委員委員委員    

大変すばらしい企画をされたと思っているのですが、その青壮年部の中でたいした大きな

事業はしてないようですが、毎年２０万円出すとなると大変だろうなと思いまして、２４年

度の収支決算がありますが、ほとんどが助成金と、カキの売上金、その辺で収益を上げてい

るようですが、カキの養殖は今後もずっと続けていかれるのか、その辺を少し伺いたい。 

 

○○○○審査部会長審査部会長審査部会長審査部会長    

  それについては、向こうの自己負担金が続くかどうかという質問はしませんでした。カキ

の養殖はやって、それから夏も、勇魚まつり以外に、サマーフェスティバル等を今後企画し

ているということで、その事業費については、大きな事業はその２件だということです。本

来ならばこれが無くても、自分たちは何かをやろうと思っていたみたいです。市の補助金を

受けないで、自分たちのお金でやろうと思っていたようですが、いろいろ調べ、人の話を聞

いて、こういう制度があるということを知り、急いでこちらに申請したということでござい

ます。その点から考えましても、資金を持っているというふうに私は判断いたしました。 

 

○○○○委員委員委員委員    

この企画は、過去に生月島等、景観のあるところに絵を描くというようなアイデアだと思

いますが、それが殺風景だったようですから、魚の絵なんて描いたらどうだということを提

案したことがあります。ところが、今のような補助制度がまだな無かったものですからお流

れになったと思います。今回このようなことでアイデアを出していただいて、これはまた良
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い事だなと思います。ただ、生月小学校の６年生の卒業記念、こういうことで絵を描くとい

うことですが、山田小学校の場合の話はまったく出なかったですか。 

 

○審査部会長○審査部会長○審査部会長○審査部会長    

出ておりません。今お話しされたように、どのようにしたらいいかということで、いろい

ろ模索している段階みたいです。ですから、将来的に私ども委員もまずやってくださいと、

それで、１年やって３年やってそれで後１０年やって、もっと続けるような必要があれば、

どんどん拡大していくでしょうという認識は皆さん持っておりました。ですから、少し様子

を見ながらまた来年度も出てくると思いますが、その段階で、山田小学校と言ったときに、

それを、こちらの生月漁協が手を出すかどうかは私もわかりませんが、舘浦漁協さんでも、

そういうことを考えるかどうか。舘浦漁協さんの場合に、生月漁協のような形でしっかり押

さえ込まれているのではなく、結構開放的になっていますので、同じようなものをやるかど

うかということについては、漁協関係や学校関係等、あくまでも生月小学校の先生に相談に

行ってどうでしょうかといったら、とても良い事なのでということで、それで賛同してくれ

たんで卒業記念にしたいということでした。５年生が手伝うというのは、６年生の人数が少

ないんですね。やはり作業的に難しいので、６年生の卒業制作だけでも５年生を手伝わせる、

そういう形で進めていきたいということでございます。以上でございます。 

 

○会長○会長○会長○会長    

 ほかに御意見等はございませんか。よろしいですか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長○会長○会長○会長    

  では、何もなければ、平戸市やらんば市民活動サポート事業補助金審査要領の別表、審査

基準等についての新規事業チャレンジ部門に基づき、平均点が基準点の１８点以上を獲得し

ているということで採択といたします。皆さん、御承認よろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長○会長○会長○会長    

  それでは、次の議事に入ります。 

 次は、議題２、生月地区公共施設等整備基金についてですが、再度各部会において検討を

ということでしたので、各部会長により報告をいたただきますが、本日お配りいたします参

考資料を参考にしながら、皆さんに聞いていただこうと思います。 

 まず、産業交流づくり部会よりお願いいたします。 

 

○○○○産業交流づくり部会産業交流づくり部会産業交流づくり部会産業交流づくり部会    

  すいません。会長が今日欠席しておりますので、かわりに簡単に会議の内容について説明

をさせていただきたいと思います。 

 産業交流づくり部会の案といたしましては、そこに書いてありますように、基金を後継者

育成、少子化対策、新規就農者の援助活用ということで、生月地区の活性化を図りたく、当
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基金を援助金として活用するということで、後継者の結婚祝い金、要するに、生月に残って

産業のために働くというような方についてはそういうことをしたい。また、同じように、そ

ういう方の出産祝金、それから、新たに学校を卒業して、こちらに残って勤める方について

は祝い金を出したらどうかというようなことと、その一番下については、ほかのいろいろな

意見が出た中で、まとめた中では、観光客が生月で食事をする場所がどうしても足りないと

いうことを聞いているということで、できれば、公設民営でそういう食事処の創設を検討で

きないかということで、そういうものについての協議会等を設立して考えたらどうかという

意見が出されております。 

 ほかにもいろんな意見はあったわけですが、どうしても後継者対策が一番重要だろうと。

産業を興していくためには、そういうことが大事だろうという立場に至りましたので、産業

交流づくり部会の案としてこれらを提案させていただきました。以上です。 

 

○会長○会長○会長○会長    

  ありがとうございました。続きまして、環境協働づくり部会よりお願いします。 

 

○○○○環境協環境協環境協環境協働づくり部会働づくり部会働づくり部会働づくり部会    

では、環境協働づくり部会から御提案をいたします。 

 うちとしましては、基本的にはこれまでの方針が変わっておりません。火葬場の改修にも

っと力を入れてほしいというのは、やはりいろいろな話もありましたけども、大概のことは

公共でする施設があるので、公共的な施設を造るとか造らないとかではなくて、今あるもの

を補修して、新しく造って欲しいとは言いません。しかし、年間５００件からの火葬の数が

あっているわけです。これからどんどん高齢化になって、今、年間平均で大体５３０から４

０名ぐらいの人が亡くなっておりますが、これが、今から年間３０からは増えるのではない

かと思っておりますが、そういうことで、どうしても地元でということで、田平については、

今現在田平にはないので、どうしても松浦に行ってもらわなければいけません。今実際に生

月は既存の火葬場がありますので、やはり施設の改修とまでにはいきませんが、炉だけはし

っかりしてもらって、そのままぜひ使わせて欲しいという事です。これは浦北地区の班長さ

ん方からも話があっておりますし、またいろんなところで話を聞いておりますので、ぜひお

願いします。 

 実は、私もつい最近松浦での火葬に行きました。すると、もう入れかわり立ち代りで、次

から次に来て、ロビーで仕切って待っているぐらいです。ですから、そういうのが、今生月

と田平が、大体１００ぐらいで、３００件ぐらいを平戸で賄っていると思います。その３０

０件は、ある程度十分行ってはいますが、これがやっぱり２００増えるとどうなるのだろう

か、今の平戸の火葬場で対応できるのか、というのがありますんで、とにかく生月はこのま

までということでお願いしたい。この協議会でも、何度も持ち上がっては消え、持ち上がっ

ては消えというようなことがあったように聞いておりますので、今回はぜひともよろしくお

願いします。 

また、案としてもう一つぐらい何かなかろうかということでお話を部会でしましたところ、

バスをですね、これは、生月バスがありますが、大きいバスではなく、お年寄りのグループ

とかが乗れるような、そういう人たちを少しどこかへ連れていくとか、平戸でのいろんな催
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し物に連れて行くとか、そういうときに自分たちもそのようなものがあったらいいのではな

いかなとお話がありましたので、ただ、これについては、運転者の課題や、燃料費の課題、

保険など、いろいろネックがありますが、そういう希望があったということです。以上です。 

 

○会長○会長○会長○会長    

次に、教育福祉づくり部会よりお願いします。 

 

○○○○教育福祉づくり部会教育福祉づくり部会教育福祉づくり部会教育福祉づくり部会長長長長    

私が当日、私用のため欠席いたしておりますので、副部会長より御報告をいたします。 

 

○○○○教育福祉づくり副部会長教育福祉づくり副部会長教育福祉づくり副部会長教育福祉づくり副部会長    

教育福祉づくり部会を先日７月２９日午後１時半より支所２階において開きました。会長

が、欠席でしたので、私のほうで進めさせていただきました。 

 教育福祉づくり部会では、前回より提案しておりました町内公共施設のトイレ改修につい

ての提案ということで、お話のほうを煮詰めさせていただきました。勤労者体育センターの

トイレ改修については、そこを利用する各種団体さんの長の方の署名を集めて、要望書を作

成し教育委員会へ提出して、一般財源で改修、増築をしていただきたいということを出して

はどうかということで意見がまとまりました。 

 部会としては、本来その基金の使い方として提案しましたが、内容的には、やはり一般財

源としての要望ではないかということで、署名のほうを各種団体の方にお願いをするという

ことでまとまりました。希望場所としましては、道の駅、ふれあい広場、勤労者体育センタ

ー、Ｂ＆Ｇの海洋センター、そこでの女性用のトイレが少ないということと、また、高齢者

が洋式のほうが使いやすい、幼児も使いやすいということで、それが全然ないということ、

そして、障害者用のトイレが全然ないということで、その辺の要望を出してもらってはどう

かということでお話がまとまりました。要望書の案を作らせていただきました。以上です。 

 

○会長○会長○会長○会長    

ありがとうございます。ただいま各部会より報告をいただきましたが、これらに対して、

何か御意見等御質問等はございませんでしょうか。○○委員、どうぞ。 

 

○○○○委員委員委員委員    

１つお尋ね申し上げますが、産業交流づくり部会案として、結婚祝い金と出産祝い金、お

祝いの援助をしようということで提案なされているようですが、合併前の生月町のときは、

この制度は当然あっておるんです。今どうなっているか私は分からないのですが、Ｉターン、

Ｕターン、そういう人に対してはお祝い金を出しましょうと、これら条例の制定はあったん

ですね。今、平戸市の条例はどうなっているのですか。ちょっとその説明をしてください。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長    

   旧生月町の条例は合併時に消えております。農林水産については、新規就業等、そういっ

た部分について豊かな海づくりや、それから農業者の農山村づくり交付金事業とか、そうい
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った部分での補助といいますか、新規就業についての助成金、そういったのはありますが、

○○委員さんがおっしゃられた旧生月町の分、それについてはもう合併時に消えております。 

 

○委員○委員○委員○委員    

   そうすると、結婚祝金、出産祝金、それらとも、今の平戸市の条例には無いわけですね。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長    

こういった性格の部分についてはありません。農業者、漁業者のそういった分の新規就業、

そういう部分的な分についてはありますが、市民全体についてというのはございません。 

 

○委員○委員○委員○委員    

考え方は悪いことではないと思いますが、平戸市全体になって結婚祝い金とか出産祝い金、

かなりの予算が必要になってくると私は思います。この地域だけでこの基金の活用するのは

そう問題はないと思いますけど、しかし、平戸市全体で結婚をした人、出産、新規就業者、

私さっき申し上げたＩターン、Ｕターンを含めてお祝い金を出すとなると、とてもじゃない

かなりの金額出ていくと思いますが、それから、前の合併協議会の中では、その辺の話まで

は煮詰めておりませんので、どうすればいいのかというはっきりした結論というのは私も持

ち合わせておりませんが、あなた自身はどういうふうに思いますか、支所長は。 

 

○○○○支所長支所長支所長支所長    

これにつきましては、多分地域限定のことだと思いますが、平戸市全体ではなく、私はそ

う捉えているのですが・・・・。地域限定ということでの、こういったことを生月地区の活

性化のために基金を使われないかという御提案だと思います。 

 これについては、地区のことだけに絞って考えれば、確かに以前旧生月町で取り組んでい

た事案ですから、それなりに良い取り組みであるのかなとは思いますが、全体的に考えた場

合、あるいは合併協議のときに、なぜ生月のその案件が消えていったか、そういった部分を

推測しますと、生月地区に特化したら若干厳しいのかなという、そういう感触は持っており

ます。ただ、あくまでも、これは今日提案いただいて、今私が感じた部分ですから、細かい

ところまでを詰めたそういうことではございません。 

 

○委員○委員○委員○委員    

確認しておきますが、今支所長から地域限定でお祝い金あたりの提案をするということで

納得していいのですか。地域限定の基金の取り扱いですか、お祝い金の取り扱いですか。 

 

○○○○委員委員委員委員    

この基金については、生月町限定という基金と当初から捉えておりますので、こういう提

案したことが全体にするということは全然考えていないですし、当然生月だけに使ってもら

わないといけないと思っておりますので、特に後継者というのは、いろんな年齢、農業、漁

業、商工業、建設業も含めて、後継者には全部該当するように、生月に残ることについては、

そういう形ですから、ぜひそういうことで基金は使っていただきたいと思います。 
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○委員○委員○委員○委員        

支所長にお尋ねしますが、非常にこれはいいことでありますが、これは生月町だけ限定し

た場合です。ほかの町村から見たら、違和感というのがどうあるのでしょうか。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長    

先ほど○○委員のときに答えましたが、先ほど説明を受けて捉えた感覚では全市的な部分

で考えると厳しいのかなという、そういう捉え方をしております。 

 

○委員○委員○委員○委員    

結婚祝い金、出産祝い金というのはずっと続くものですよね、ずっとお金が尽きるまで続

くものですが、この運用管理というのはそうなってくるとどんな形になってきますか。一つ

は、市ではなくて生月町といったときに、平戸市生月町なんです。生月町の金だといいなが

ら、１回だけ何かものをつくるとか、どうするとかというのは、基金でつくりますというこ

とで認めてもらえるかもしれないですが、ずっとこれを未来永劫渡していくという形になる

と、財団か事業団体か何かつくらないとできませんよ。生月支所長の権限とか、平戸市の何

とかの権限はできるはずがないです。だから、そういう運用の形はどのような形になるのか

というのは御検討されていますか。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長    

この件についてどういう取り扱いをしていけばというとこまでの検討はしておりません。

ただ、生月地区には合併時にいろんな特殊な基金、あるいは基金の使用というのがございま

して、大きく捉えるとこれと少し似てくる、生月地区だけに、漁業者だけに補助金というの

は出している部分がございます。それは生月橋架橋関連の補償に関連した部分で、あご網の

影響補償ということで、生月、舘浦漁協の両方のあご、それから、小型、沿岸漁業者に、両

漁協に１８０万円ずつ３６０万、これは４,０００万円の基金がございまして、最初のうちは、

一般財源でやっておりましたが、基金を取り崩すべきじゃないかという議会等のお話もあり

まして、３年ほど前から、３６０万円ずつ４,０００万円の旧生月町の基金を取り崩して、生

月漁協、舘浦漁協にあご網、沿岸、一本釣り、遠沿岸漁業者に対して、生月橋架橋の影響補

償ということでお支払いをしております。これは、燃油補助とか、そういった部分に該当し

ていきますが、それが、生月の基金を生月の漁業者だけに出しているという特殊な事例です

が、もちろんこれは生月の共同漁業権の第３４号の共同漁業権という生月漁協、舘浦漁業の

共同漁業圏域の他地区の漁業者が入漁してあご網の操業をするという特殊な条件での架橋の

ときの条件がございまして、それに対する漁業の影響補償という取り扱いですけど、生月地

区の基金を生月地区だけに予算の中から出しているという事例はあります。内容は若干違い

ますが、言葉だけ捉えると同じような使い方をされているのがあります。 

 

○委員○委員○委員○委員    

そうすると、可能だというふうに解釈してよろしいですか。 
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○支所長○支所長○支所長○支所長    

生月大橋の影響で出している分については、そこの漁業者だけの権利のある地区の海域の

漁業権に対する補償、あるいは燃油補助ですから、この部分につきましては、特段生月地区

の住民だけが、そういった不利益を被っているという捉え方はできませんので、同じような

感覚で捉えるのは無理があるかなとは思います。 

 

○委員○委員○委員○委員    

実は、私たちがこの部会を開く中で、もう何年も５千数百万円の用途が決まらない、何年

か後には、これは市から何も使わなければ一般財源に入れるという恐れがあるとなれば、早

くしないといけないかなという、うちの部会の中でありましたが、どうもその辺を危惧して

いるようですね。その辺はどうなのでしょうか。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長    

今、○○委員おっしゃられる感触というのは、前市長の最終年ぐらいから私の耳にも入っ

ておりました。先ほど申しました生月大橋架橋の４,０００万円の基金、それから、この生月

地区の公共施設等の活性化の基金、これについては、早急に地区での検討を進めてくれとい

う指示をしたということを聞いております。４年ぐらいになるかと思いますが、現市長にな

りましてからもそういったことは聞いておりますので、できれば、生月地区のために、この

基金は早急に生かせるような扱い方をというのは現状だと思います。 

 

○委員○委員○委員○委員    

私も同じように思っていますが、じゃあどうすればいいかということですが、何かをやっ

てしまう、これはもう一番大きなものだと思います。例えば、ここに言う火葬場をつくる、

トイレを全部新しくしてしまう、やってしまって、いや、それは市がやるから、全部やるか

ら待ってくれと、いついつまでやるからという現実をつくってしまえば、その段階で基金は

放棄してもいいんですよ。お金の出所というのはどこでもいいんですから、市がちょっと待

ってくれそこは俺たちがやるからと言わせるようなものを早く決めてしまわないと、今○○

委員言われたように、いつまでたってもこれは堂々巡りだと思います。ですから、これは引

っかかる引っかからないではなくて、これを生月町民のためにつくりますよ、やりますよと

いうのを、協議会と支所と一緒になってやりますと、つくりますと言い切ってしまえないの

かどうかというのを私ははがゆい感じがするのですが、いかがですか。 

    

○支所長○支所長○支所長○支所長    

○○委員おっしゃられるのは、今までと少し違う感覚で今聞いておりましたが、その手法

というのは、一つの大きな可能性の高い手法だとは思います。ですから、別に基金をこれに

使わない使うではなくて、生月地区で何をしたいのかというのを明確に出して、それの予算

については行政に任せると、そういうこと・・・ 

 

○委員○委員○委員○委員    

基金に見合うような事業、５,６００万に見合うような事業をですね。いずれ待ってでもや
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ってもらえるような事業ではないんですよ。今５,６００万円でやってもらえるような事業を

早く決めて、それをぶつけると、いや、それは違う、私達もやりますと言ってもらえれば、

それは基金を手放してでも、それは基金でやったという形で考えられるのではないかと。基

金だけ別に扱って使うと一般財源のほうと競合するので出来る出来ないの議論ばかりになる

んですよ。ここは、何かやはり一つ打開策を見つけるために、５,６００万円に相当するよう

な大きな事業をここで考えて、それをぶつけて、いや、もう基金は手放してもいいですから、

これをやってくださいというような考え方を持ったらどうかという考え方です。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長    

先ほど申しましたように、それは、まず地区としてこれを地域として、これが必要なのだ

というのを出すということなのでしょうから、あと予算については、もう基金で対応できれ

ば基金でもいいし、それはもう一般財源でやるからということであれば、それでもいいとい

うことですが、まず、何がやるかということを明確に決めるべきだということで、それにつ

いては、私もほとんど同じような考えです。 

 

○委員○委員○委員○委員    

支所長が言ったように、生月大橋の補償ということで、基金と区別しておりますが、あれ

は補償金ですから、一度に出ないで少しずつ出しているだけですから、もしそれをするなら

一度に全部出してしまう方がいいわけですから。 

 ただ、それと、温泉基金については、温泉はもう結局つくらないと決めたとき、これを何

に使うかということで地域協議会で協議して、そして、やはり生月の産業おこしに使うべき

だということで持ち越していったわけですよね。それがだんだんおかしくなってきている感

じがします。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長    

生月大橋架橋の基金については、少し違うんですよね。あれは、基金の６％程度相当額を

補填しますと、補償します。それで、沿岸振興を図りますということですから、ただ、当時

６％強やった利率がみるみる間に１％切るようになって、一般財源からどんどんその利子分

を持ち出していたんです。ですから、もう２０年、それはおかしいのではないかというのが

ずっと合併前から出ており、合併後５年ぐらいして、もうさすがに、基金を崩すべきではな

いかということで、原資を崩しているというふうな、少し性格が違います。ただ温泉基金に

ついては、その辺のいきさつは私もよくわかりませんが。 

 

○委員○委員○委員○委員    

今回のこの基金の活用の仕方というのは、先ほど○○委員さんも言うように、もう計画性

があるものには恐らく基金が充てられないと思います。毎年毎年、何百万円か分かりません

が、その基金というのがどんどん減っていくわけですから、それを計画して、その基金、結

婚祝い金、出産祝い金、それだけと言ったらまず難しいだろうと思いますし、ほかの町村は

納得しませんよ。ですので、その辺のことは少し無理があると思います。 

 環境協働づくり部会の火葬場の炉の改修等については、私は充てても良いと思います。そ
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れから、トイレ改修、これは具体的にこちらから提案して、市は、どういうふうに考えるか

わかりませんが、改修はお願いします、一般財源充ててください、どうしても出来ない時に

はこの基金を使ってください、とこういうような要望書を出して、それに充てて、もう処理

したほうが私は良いと思うんです。いずれは、もう一般財源に繰り入れると市長さんが言う

と思います。今、どうにか抑えている事態だろうと思います。今５,６００万ですか、あと基

金の残りが。そうすると、ほかの議員さんが、やはりいろいろ言いかねません。ですからそ

の辺のことを私たちも考えて、一般財源にいく前に、先ほど言ったトイレの改修や、それか

ら火葬場の炉の改修などに、基金を充てていくべきではないかなと思います。そのために、

具体的に２つの案が出ているわけですから、その２つの案を市長に報告をして、この協議会

の決定事項として報告をして、採択は市長さんで考えていただくということでどうかなと私

は思いますが。 

 

○委員○委員○委員○委員    

ちょっとおもしろい話をしましょうか。火葬場の改修のところで、つくってしまおうかと

いう話を部会でやりました。新しくつくりましょうって、それで、５,６００万円で足りない

ところは、町民の人から２万円ずつ集めましょうかって、それで、つくるときには、みんな

ここの人たちが１日労力を使って、あの場所にきれいな火葬場をつくってしまいましょうか

って、そのぐらいの気持ちでこの基金のお金が欲しいということを訴えたらどうかと。ただ、

つくってください、５,６００万使ってくださいではなくて、生月町民の全員の熱意でござい

ます、足りない分は、２万円はちょっと大きいですから、１,０００円でも５００円でもいい

と思います。全部集めて、それで、石積みや草取り等、その土ならしなどは労力で提供しま

しょうと、そのぐらい私たちは気持ちは持っているのですというぐらいのことをあらわしま

しょうという意見も出ました、御参考までに。 

    

○会長○会長○会長○会長    

一旦ここで休憩したいと思います。 

 

〔休憩〕 

    

○会長○会長○会長○会長    

この基金の取り扱いについてですが、一度市長を交えたところでの協議会を開催しまして、

そこで、市長の意見を聞いて、こちら側の要望も伝えていくという形をとりたいと思います

が、いかがでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○会長○会長○会長○会長    

ありがとうございます。では、ここで再度休憩します。 

 

〔休憩〕 
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○会長○会長○会長○会長    

それでは、休憩前に引き続き、再開いたします。 

 次に、その他の件ですが、まず、前回も話がありましたエネルギーパーク学習室の件で、

プロジェクトチームの方から話があるようです。係長、お願いします。 

 

○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長    

 

〔市民協働課係長よりプロジェクトチームについて説明〕 

    

○プロジェクトチームリーダー○プロジェクトチームリーダー○プロジェクトチームリーダー○プロジェクトチームリーダー久冨久冨久冨久冨氏氏氏氏    

 

〔久冨氏よりプレゼン説明〕 

    

○会長○会長○会長○会長 

ありがとうございました。今のプレゼンについて御意見等があればお受けしたいと思いま

すが。○○委員、どうぞ。 

 

○委員○委員○委員○委員        

ありがとうございました。非常によくわかりました。生月地区クリーンエナジープロジェ

クトチームの立ち上げも、要綱も大体理解できました。一つ、平戸市次世代エネルギーパー

ク学習室構想とその生月のプロジェクトチームの位置づけと、それで、今後どういう連携を

やっていくのか、そこのところを一つ。平戸市も、平戸市役所職員という、ここの支所庁舎

じゃなくて、市役所の職員も入ってくると考え方で何名ぐらい入ってくるか。その２点につ

いてちょっと御質問いたします。 

 

○プロジェクトチームリーダ○プロジェクトチームリーダ○プロジェクトチームリーダ○プロジェクトチームリーダーーーー久冨久冨久冨久冨氏氏氏氏 

すみません。質問ありがとうございます。位置づけに関しましては、今後、予算を確立し

まして、これからもっとチームのメンバーを増やしまして、今、生月外のチームメンバーと

いたしまして、有安オートさん、また、政策推進課班長、あとオブザーバーといたしまして

は工業技術センターの小楠（コグス）さんがおります。まず、これからの展開といたしまし

ては、別紙の工程表を見ていただきたいと思います。こちら生月の地域協議会でバックアッ

プをいただければ、これからまた予算の編成や、次のステップへ進まないと私たちも動きよ

うがないというか、動きたいんですが、市長の賛同をいただかないと。あとまた、平戸地区、

田平地区の地域の賛同をいただかないと、生月に設立するためには、まず、この協議会がま

ず一番最初のステップだと考えております。 

 

○委員○委員○委員○委員 

この設置の要綱を見ますと、平成２４年の１月２４日に認定されてと書いていますね。そ

のチームをつくっているんでしょう。つくってもう進行しているんでしょう。そうすると、

予算あたりはどういうふうになっているんですか。 
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○○○○プロジェクトチームリーダープロジェクトチームリーダープロジェクトチームリーダープロジェクトチームリーダー久冨久冨久冨久冨氏氏氏氏 

これから申請を行います。 

 

○○○○委員委員委員委員    

２４年度は作っていません。２４年度は、何も運営とか何とかしてないのですか。 

 

○○○○プロジェクトチームリーダープロジェクトチームリーダープロジェクトチームリーダープロジェクトチームリーダー久冨久冨久冨久冨氏氏氏氏 

この件に関しましては、事務局のほうからの説明させていただきます。 

 

○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長    

すみません、ちょっと要領の関係で、ちょっと表記の仕方が、皆さん誤解というか、ちょ

っと混乱させる状況になっております。申しわけございません。生月クリーンエナジープロ

ジェクトチームの役割というか、宿題、そういう目的は学習室をつくるということに特化し

たものでございます。その関連にかかってくるのが、平戸市自体が、次世代エネルギーパー

クに認定をされました。その中で学習室という構想をこのプロジェクトチームが提案をした

いと。この大枠は、もちろん平戸市次世代エネルギーパークに認定された、その中での学習

室という形の位置づけで、先ほど○○委員がおっしゃった、平戸市職員のかかわり方、私が、

平戸市生月支所の事務局的な動きをしております。また、本庁の政策推進課のほうでのエネ

ルギー関連の施策が今年度から移行されておりますので、その中で、政策推進課班長にも中

に入っていただくという形の動き方で動いております。 

 先ほど、久冨リーダーからも御案内が示されたとおり、生月地区の３校の教頭先生も、学

習室ということでの子供たちにどういう形でその学習をさせるかということが我々どうして

も知識的に低いものですから、子供たちがどういう形で飽きさせない、そして、関心度を上

げる、そして例えば、このエネルギー関係について地球温暖化、環境破壊ということをリン

クさせながら、深く興味を持ってもらって、エネルギー関連に関して、私たちは、日ごろ恩

恵を受けているということを再認識させるという意味でも、ヒントをもらいたいということ

でメンバーに入れさせていただきました。 

 そういう関係上もあって、皆さん混乱されたのはちょっと非常に申しわけなかったんです

が、両輪として動いているという理解をしていただければと思っております。以上です。 

 

○委員○委員○委員○委員 

ちょっとお尋ねしますが、内容は具体的なことについては大体わかります。ただ、この問

題の発端は、この生月庁舎の有効利用をどうするかということが問題の発端だったとこう思

っています。市長さんが、こういうふうな計画がありますよと。全国で４１件認定されて、

長崎県で２番目に平戸市は認定を受けたと、その展示室を設けたいと、こんなことで提案が

ありました。それに対して、私たちの地域協議会はどう関わっていけば良いですか。これは、

生月地域協議会が決めることですか。最高の議決機関ではないですよ。最後の議決機関は平

戸市議会です。私たちはその下の段階になるわけです。そうすると、そこの段階で、ここは

学習コーナーでも、展示室コーナーでも、視聴覚室のコーナーでも、つくって結構ですよと。

この庁舎を全部扱って改造していいですよと、こういうふうな結論を私たち出して良いもの
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ですか。そしないと、前に進まないと。この計画というのは。ちょっと説明してください。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長 

今、○○委員さんおっしゃるように、発端は、市長が、生月支所の庁舎の有効活用、それ

で、産業史の資料館、それから、このエネルギー関係の学習室、そういったことに使えない

かということで検討してくれと。それで、これは昨年の市政懇談会の折にも、市民の皆さん

に、こういったことで、生月でこういうことをやりたい、２６年の風サミットに向けて、そ

の前に学習室を整備をして、そういうふうな取り組みをできないか、そういうふうな投げか

けを、協議会でも、それから、市民の皆さんにも市長のほうからしております。ですから、

私は、この協議会の中で、このプロジェクトチームの案、支所の活用を、３階をどういうふ

うに使いたいという、その案が承認されれば、それは協議会の正式なここの活用の提案とし

て重きがあると。私もそれなりの報告をしようと考えております。当然、その後の決定につ

いては、議会等の決定は必要になってきますが、もう市長が投げかけた方向性について、彼

らが検討して、それを協議会が決定すれば、私はそれなりに重大な決定だと、そういうふう

な捉え方をして対応していこうと思っております。 

 

○委員○委員○委員○委員  

工程表をちょっと見てみると、設計とかそういう段階に４月ぐらいから入っていくと、委

託関係も、これは全てこれはもう、こういうことになってきているわけ。私たちは、まだい

いですよ、改修しなさい、つくって良いですよ、２階、３階も改修してください、その結論

はまだ出ていないでしょう。ところが、あなたたちは、この工程表に上げているでしょう、

どういうことですか。 

 

○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長 

すみません。これは、あくまでも案でございまして、先ほどの第１回の地域協議会の折に、

ただ漠然と提案するのではなく、工程表的なものも示せないかということも御提案も、御指

示もございました。そういう中で、これは、あくまでも案でございます。我々がどう考えて

どうしたいのかということの一つの御提示というふうな捉え方で御理解をしていただければ

と思っております。これは、もう本当流動的でざっくりとしたものですので、ただ、我々と

してのチェック項目は、この項目的にはこういう形で位置づけをされ、そして、期日にはど

ういうふうな段取りでやっていくのかという、もうこれ以上具体的な示し方がないほどにも

う詰めた状況ということでの御提示というふうなことで理解していただきたいと思っており

ます。 

 

○委員○委員○委員○委員 

先ほど学習コーナーとか展示コーナーとか視聴覚コーナー、２階、３階部分をいろいろ改

修として、そういうようなスペースが取れるわけですか。別にどこかに作ればいいんじゃな

いですか。ここは残してというようなそういう発想はなかったの。どこか別のところに、箱

物をつくった方がいいんじゃないですか。今のあなたたちの案で果たして十分な展示コーナ

ー、学習コーナー、視聴覚コーナーができるんですか。そこをちょっと説明してください。 
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○○○○プロジェクトチームリーダープロジェクトチームリーダープロジェクトチームリーダープロジェクトチームリーダー久冨久冨久冨久冨氏氏氏氏    

失礼します。正直申し上げてスペース的に足りない可能性が非常に高いです。ですから支

所の有効利用というよりも、最初に次世代エネルギーパークを生月にというような、確かに

そうです。ですから、もちろん箱物というちょっと聞こえが悪いですが、私としては、ハウ

ステンボスに負けないものを、長崎地区、むしろ九州地区でも最高のものを提供したいとい

うふうに考えております。ですから、まずは、支所の有効利用というところも念頭に置くこ

とも踏まえ、予算の編成をいろいろこれからどういうものができるかというのをこれから練

っていく段階ですので、もちろん支所で足りない部分も出てくると思います、スペース的に。

そうなったときは、もっと大きい計画がなされるべきではないかと思います。以上です。 

 

○委員○委員○委員○委員 

よろしいですか。少しは整理しましょう。この前、ここのスペースをどうするかというの

で、一つの候補としてこのエネルギー関係をつくりましょうと。それについては、有志の人

たちが集まってプロジェクトを立ち上げましょうと、検討しましょうという形でしたよね。

そうしたときに、プロジェクトです。検討する部分の段階から、今さっき志水委員が言われ

たように、その前に久冨さんの位置づけが、このプロジェクトに参加するに当たって、会社

を背負ってこられているのか、それとも、この参加するために、こちらから料金を払ってい

るのか。もう完全に委託の契約をしてもいいような状況です。見ますと、いろんな設計のい

ろんな説明なんかしていただくと。ですから、そこのところで、一番最初に私が言ったのは、

平戸市の次世代エネルギーパーク学習室とどういう関係になっているのか。これは、どの部

分をそのプロジェクトがやって、どこまでが予算措置を平戸市がやってくれるのか。こちら

は、どの段階から要求したほうがいいのか。設計ここのコンサルのほうに頼むといったら、

５０万、１００万ではきかないと思っています。１,０００万円ぐらいかかると思います。で

すから、そういうことでやれば、有志によるプロジェクトの立ち上げ、その仕事の範囲とい

うのがどこまでなのか、ここから以降はお金がかかるから、会社が専門の会社が入ってこな

いといけない、コンサルが入ってこないといけないので、この時点で私たちはやめますと。

ここに書いてあるこの文章もおかしいですけど、委員の任期は、平戸市にプレゼンを実施し

た段階で解散するという、これはどの段階でプレゼンをやるのかどうか。そうすると、先ほ

ど志水委員がおっしゃられたそのプレゼンの前に、ここでどのような承認を与えるのか。こ

こらあたりをきれいに整理してやらないとおかしくなってしまいます。ですから、ここで、

まずプロジェクトがやることはここまでです。この段階で協議会に諮ります。その後に平戸

市にいって説明します。そこで、承認得られた段階から予算の措置が起きてきます。あとは、

さっき言った平戸市の予算措置なのかどうか。この建物は、平戸市のほうですから、そうい

う整理をきちんと説明してもらうために、最初の学習室等の関係はどうなっているのですか

という質問をしたんです。 

 先ほど目的も、現状とか背景を外さないといけないのに、目的の中に入れてしまっている

からおかしくなってしまっているのです。現状はこうです。背景はこうです。目的はこうで

すと。それから、協議検討事項は、そのプロジェクトのやる部分かもしれませんが、これは、

これとこれとこれをやりますと箇条書きで書いて、ここまではプロジェクトに任せてくださ

いと。それを協議会が承認してくださいという話でしたら、もうその要綱を承認しますとい
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ったら、そのとおり動いてもらえば良いですよ。仕事のもっていき方や、話のもっていき方

等、仕様のつくり方というのは相談してくださいと、私言いましたよね。誰も来ませんでし

た。ですから、その話でも先ほど質問したんです。そこで、もうコンサルなんか出るから、

先ほど○○委員のような質問が出てきたんだと思いますが、そこらあたりの整理はちゃんと

できていますか。やることは良いですよ。ですから段階に応じて、きちんと整備してから出

してくれれば、幾らでも理解しますから。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長 

 今、○○委員のほうからいろいろ御指導がありました。私のほうから先ほど○○委員の質

問にもかぶりますが、もともと彼らがプロジェクトを立ち上げたというのは、学習室をここ

に設置したいと。それと、支所の有効活用、この３階のスペースをそういったことに使えな

いか。それから、生月は風力が平戸市ではさきにできているから、市長が、ここに風力関係

のそういう学習室をつくるのは、どこに対しても話ができるという、そういったいろんなも

のがあって、まず、支所の３階で学習室としてのそういう動きができないか。プロジェクト

チームを立ち上げて、早急に検討して、いろんな計画をまず練ってくれというのがスタート

なんです。先ほどパワーポイントで説明がありました。彼らもいろんな意見で、いろんなこ

ういうふうにやりたい、広げたいということで、ちょっと広がり過ぎた御提案にはなってお

りますが、根っことしては、３階の支所の有効活用で学習室をつくる。まず、そこです。 

 ですから、今、○○委員おっしゃいました。そしたら、その後どうする、○○委員がおっ

しゃいました予算はどうなのか、こうなのか、その前段の学習室をこういうふうにしてつく

り、当然、先ほど○○委員がおっしゃいましたが、久冨さんの身分についてもですが、彼ら

は今全員ボランティア的な、そういう有志が集まって、地域の子供たちにそういうふうない

ろんな夢を与えたいという取り組みで進めています。ただ、現実的にこれが動き出すと当然

予算、事業費がかかってきますから、その段階では、市役所が、支所が中心になるかと思い

ますが、支所と市長公室と、そちらが中心になって事業の推進はやっていくという格好にな

っていくかと思います。 

 これは、ＮＰＯ法人等をその間立ち上げて、そちらのほうにスライドができるようであれ

ば、また、その予算の執行についてもまた変わっていくかと思いますが、現状まだそこまで

いっておりませんので、先ほど予算額がどうだという話になると、執行については市が行っ

ていくという格好になります。 

 

○○○○委員委員委員委員 

要綱についてちょっといいですか。要綱の３条の組織のメンバーです。大体どのくらいの

メンバーになるのか。そして、予算が大体どのくらいの予算になるのかがわかれば。 

    

○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長 

○○委員の御質問にお答えします。ただいまのチームの構成ですが、久冨リーダーを初め、

有限会社森石油の森さん、あと生月中学校、生月小学校、山田小学校、３校の教頭先生、あ

と大石建設株式会社の小川支店長さん、それで、平戸市役所政策推進課班長ということで、

オブザーバーといたしましては、有安オートさんの有安勝也さんが御賛同されて、会議にも
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出席されております。今のところ、私が事務局として事務全般を請け負っているような形で

ございますが、予算面に関しましては、まだ予算的なものはございません。先ほど支所長が

おっしゃったとおり、ボランティア、有志が集まって会議を開催しております。 

 

○委員○委員○委員○委員    

大体どのぐらいの予算をしているのか。大体の予算はどのぐらい頭に置いているのかって、

概算ですが。    

 

○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長  

まだそこまでは。 

 

○委員○委員○委員○委員 

どうも納得できん。まず、庁舎の有効利用ありきがさきにきていますよね、話が。それか

ら、その後に何をあてがうかと、こうなっている。実際、一番子供が来やすい、そして、興

味を持ちたい、いわゆるどこかに施設をつくっていかないと来ないのに誰が来ますか。こっ

ち側に学習室があるよ、こっちには展示コーナーがあるよ、こっちには視聴覚コーナーがあ

るよ。こんな施設つくったって何もならんと思いますよ、はっきり言うけど。市長さんに言

ってお願いしてくださいよ。どこか施設をつくってくれるように。長崎県で２番目に認定し

てもらっているんですから。国の予算は来るんですか、その辺はわかりませんか。もう一度

よく考えて、この庁舎の中ではなくて、別に建てて、そういう学習コーナー、展示室コーナ

ー、そういうのを私はつくったほうが私は良いと思いますが。それは、市長さんが、そんな

考え方かどうか知わかりませんが、それはどうなのでしょうか。 

 

○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長 

学習室に特化した予算というのは、今のところ、次世代エネルギーパーク指定されたから、

そういう特化した予算がつくというのは、お聞きしておりません。今はついてない状況でご

ざいます。○○委員おっしゃるように、今の御意見参考にさせていただきまして、また、練

り直して考えて再考していきたいと思っております。 

 

○委員○委員○委員○委員    

久冨君がさっき言いましたよね、ちょっと狭いと思いますのでと。それが本音ですよ。私

もそう思います。風力発電の羽はあれも何十メーターあるわけでしょう。とてもここに入る

わけがない。実物を見せたいと思っても、見せられなくなる、展示室が狭いから。その辺の

こともやはり考えていかないと私はできないと思います。大事なことだと思いますが、人が

集まらない施設は要らない、私はそう思います。 

 

○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長○市民協働課係長 

貴重な御意見ありがとうございます。こういう形で御指摘とか指導をしていただければと

いうことで、きょう御提案に至ったわけですけども、貴重な御意見本当にありがとうござい

ます。 
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○委員○委員○委員○委員 

この前、このプロジェクトを立ち上げたとき、皆さんの総意で、非常に若い人たちがこう

いうことを考えることはとてもいいことだと、みんなで前向きに全面的に応援しましょうっ

てことで合議がされたと思います。ですから、これからの意見は、それをサポートするよう

な意見、もしこれがだめだったら、対案をもってこういうことをしたらどうでしょうかとい

う形の話し合いになれば、もっと建設的な意見がでてくると思いますのでよろしくお願いし

ます。 

 

○委員○委員○委員○委員 

決めることは市議会が決めるんですよ。私が、ここですばらしい意見をどう出して、どん

な結論を出してもっていったとしても、市議会では、いや、それは必要ないと、そんなふう

になっているのはあるんです。そこをやはり考えていかないと。別にあなたたちに圧力をか

けるわけではないです。ただ、本当に学習なら学習するために、子供たちが寄ってくれるか

どうか、それが本当の有効利用です。ただ、つくって誰も来ない施設なら要らない。そうい

うことです。以上です。すいません。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長 

先ほど私言いましたが、市長の提案を受けてプロジェクトチームを立ち上げて、そして、

こういうことでということで協議会に提案して、協議会の皆さんが、いや、そしたら、支所

の活用については、そういったことで取り組めというような、そういうふうな御指示がいた

だければ、先ほど申しましたように、最終決定は議会がするというのは、これはもう当たり

前のことですから、ただ、我々今度は行政のほうも、それなりに市長に話したり、議会のほ

うに説明する中で、こうして地元の協議会のほうから、こういうふうにして、今支援をして

いただいて、決定していただいて、この案については取り組みたいと、取り組みますと、そ

ういうふうな説明もできると、そういうことでこう進んでいくと思います。 

 

○委員○委員○委員○委員    

○○委員を含めて、前回も言ったように、せっかくいいアイデアですから、小さく閉じこ

まらないで、頑張ってやっていただきたいと思いますし、今後、これが発展することを期待

しております。    

 

○委員○委員○委員○委員 

一つ確認しておきたいんですが、今、学習室の事業計画に対して特化した予算措置はまだ

何もないというお話だったんですよね。市長は、この構想を進めるに当たっては、やはり、

今、市長が一番力を入れている観光の促進ということも含めて、この中に観光客も呼び入れ

たいというような話も、当時同時におっしゃっていましたよね。予算措置が特化できてない

という裏には、ここを改装したり、機材を入れたりするときにお金がかかる。その部分で、

国、県の予算措置が補償されてないならば、平戸市の持ち出しでやらざるを得ないのでしょ

うが、その段階で、生月の今の基金、これも取り崩して使おうという構想があるのかないの

か、そこら辺ちょっと確認しておきたいんですが。 
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○支所長○支所長○支所長○支所長 

基金の活用について、この件でどうのこうのというのは、一切市長と私のほうでの話はあ

っておりません。ですから、今現在、そのことも含めて考えているというような、そういう

ふうな話ではありません。ただ、さきにどういう出方をするかというのは、先ほど出ていた

基金がどういうふうにして使われていく、地域協議会で基金はこうしたいんだと、そういう

話が出ないと、全くないとは言いませんが、今の時点では、そういう話はないです。 

 

○委員○委員○委員○委員 

それから、くどいようですけが、この事業を推進するに当たっての予算というのはどこか

ら具体的に出てくる予定になるのですか。 

 

○支所長○支所長○支所長○支所長 

この予算については、今のところ具体的なこれというのはまだそこまでは詰めてないと思

います。ですから、ある程度の形が出てくれば、そういった支援メニューが果たして該当す

るのかどうか、そういった部分について探っていかざるを得ない。 

 ただ、今現在はまだプロジェクトチームを立ち上げて、こういう形にしていこうという段

階ですので、これが、ある程度の方向性が出てくれば、具体的に対応する予算があるのかど

うかというのは詰めていきますが、今のところこの予算でというのはありません。 

 

○会長○会長○会長○会長 

ほかに御質問ありませんでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長○会長○会長○会長 

よろしいですか。じゃあ、今のエネルギーパーク学習室につきましては、ただいま委員さ

んの意見を踏まえたところで、もう一度プレゼンのほうをしていただくということでよろし

いでしょうか。係長。 

 

○市○市○市○市民協働課係長民協働課係長民協働課係長民協働課係長 

すみません。皆様、貴重な御意見を本当まことにありがとうございました。また、時間を

いただきます。そして、私たちの考えをもう少し具体化し、皆様にわかりやすく御提示させ

ていただきますので、応援のほうをよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

○会長○会長○会長○会長 

ありがとうございました。続きまして、水道局より報告事項があるようですので、よろし

くお願いします。 

 

○水道局長○水道局長○水道局長○水道局長 

皆さん、こんにちは。水道局長の濵村です。本日は、第２回生月地域協議会の貴重な時間

をいただきましてまことにありがとうございます。かねてより、本市の水道事業の推進につ



 20 

きましては、特段の御理解と御協力をいただいておりますことに対しまして、心からお礼を

申し上げるところでございます。本日は、平成２６年度から実施予定といたしております水

道料金につきまして協議会の委員の皆様方に御紹介をさせていただくおうかがいいたした次

第でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 これまでの水道料金につきましては、皆様御承知のとおり、平成２１年３月３１日までの

使用分におきましては、１市２町１村それぞれの料金体系によりまして、水道料を徴収して

いただいておりますが、水道料金の地域間格差をなくし、利用者の負担を公平にするために、

平成２１年４月１日から料金を統一し徴収させていただいているところでございます。 

 各市町村を比較いたしますと、高いところもあれば、低いところもありまして、水道料金

の設定につきましては、大変厳しいところもありましたけども、事業運営の基本となります

収支計画を２１年度から平成２３年度までの３カ年間の収支計画を立てまして、平均改定率

を０.１３％にとどめ料金改定を行った経緯がございます。 

 その後、生活環境の変化といいますか、平戸市の人口の減少や節水意識の高揚、あるいは

節水器等の普及などよりまして、水道事業の運営の根幹をなしますところの水道収益が減少

する一方、水道施設の維持管理に要する費用は固定化しまして、これまでの事業に伴います

減価償却費あるいは企業債の償還費などの経費が嵩み、事業運営が厳しいものとなっていっ

ているのが実情でございます。 

 安定的な水道事業を図るために、いかに経営コストを削減するかが重要なかぎとなってお

りますけれども、これまで退職者不補充や組織の見直し、公立機械の借りかえなどを行い、

今日まで鋭意努力をしておりますけれども、今後、収支のバランスがとれない赤字経営を強

いられる状況でございます。 

 そこで、広報ひらど５月号におきまして、水道料金の現状につきまして状況を御紹介させ

ていただいておりますけれども、本日お手元に配付させていただいております説明会資料に

沿って事業経営状況等を御説明させていただき、その後、皆様方の御意見を賜りたいと考え

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日、出席いたしております水道局の職員を紹介させていただきますので、よろしくお願

いいたします。隣の次長の濵﨑次長でございます。後ろに控えておりますのが、水道局の総

務班の総務班長の赤木班長でございます。その隣が同じく総務班の料金担当をしております

楠富係長でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〔濵﨑次長が資料に基づき内容説明〕 

○会長○会長○会長○会長 

済みません、私からいいですか。資料の７ページのこの純利益、純損失、これ単純に足し

た分が２３年度の利益と考えていいんですか。 

    

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

そのとおりです。ここには合計を載せておりますので。 

    

○会長○会長○会長○会長      

これを見ると、大体６,０００万円ほどの黒字が出ているように見えるんですが、２４年度
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では１００万程度の黒字しか見込めないというふうな先ほどの説明でしたよね。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

先ほど１００万円台ということで、４００万円前後の数字でなるということで、今言われ

たように２３年度は、６,２００万円程度になりますが、その数字では平成２４年度は黒字で

すが、４００万円台に急激におちるというふうな可能性になります。 

 

○会長○会長○会長○会長    

その理由としては、どういったことが考えられますか。    

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

一番の理由といたしましては、皆さん御承知かもわかりませんが、平戸の中南部の渇水で

ずっと悩んで、生月地区もそうなんですが、渇水で悩んでおりまして、ため池にかわるダム

を大川原のほうに、阿奈田ダムというのをつくっております。それと、あわせまして、新た

に浄水場の建設、あるいは中南部の簡易水道を統合するために事業を行いまして、このため

の減価償却費が約７,０００万から８,０００万円程度発生いたします。この分につきまして、

見ていただいてわかるように、７ページを見ますと、２３年度の単純に比較は、毎年変わる

ものですから数字を使いませんが、この平戸地区は８,２００万円程度の黒字になっておりま

すが、２４年度からその減価償却が始まりまして、約８,０００万円程度の減価償却費が発生

いたします。そうしますと、この平戸地区で２３年度に発生しました８,０００万の黒字がな

くなると、そのようなことから、ほかの地区の、先ほど言いましたように、皆さんで支え合

っているという部分です。平戸の黒字でほかの地区の赤字分を支えている分がなくなってし

まうということから、どうしても赤字になったり、先ほど言いましたように４００万円程度

の黒字しか確保できなくなったということになります。主なものはそれが原因です。 

 

○委員○委員○委員○委員 

私は、新しいダムの現況を聞こうと思いましたが、今説明があったからいいですが、あえ

て２３年度の資料を出したんですか。２４年度の資料を出したらいいのに。 

    

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長  

合計の数字としては捉えているわけですが、地区ごとの数字というのがまだ詳細な数字が

出てないものですから、地区ごとに分け切れなかったということで大変申しわけないです。

５月末までに収支等を締めまして、その後いろんな事務処理等を行って、資料等を地区ごと

とかいろんな資料をつくっているわけですが、どうしても、この資料が間に合わなかったと

いうことでさせていただいております。傾向といたしましては、減価償却につきましては、

新たに事業をしないと、極端に数字的には変わらないものですから、数字の割合等について

は同じような傾向なのかなと思っております。 

 

○委員○委員○委員○委員 

説明の資料としては、さきほど地区ごとのが書いていましたが、そういう形で、見込みも
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何年ぐらいこうなるよということぐらいは説明しないといけないのではないですか。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長  

一応各地区においても同じような資料でちょっとつくっておりまして、大変御指摘のよう

に、数値などの減価償却費は幾らというのは載せなかったわけではありませんが、載せなか

ったこと大変申しわけございません。 

 

○委員○委員○委員○委員 

お願いですが、私は、あちこちで言っておりますが、人口が減るということは、受益者負

担で水道料金が上がるよということをですね。先ほど４ページを見まして、人口がどのぐら

い減ったらレッドラインと思っているわけですか。もうぎりぎり赤字になるかならないかで

すが、どうもこうもいかない。設備投資もあるかもしれませんが、ダムなどのですね、だか

ら、生月が今６,１００人ぐらいですよね。８％値上がりって言っていますが、５,０００人

になったり３,０００人なったりすると、どうなるだろう、それを心配しているんですよ。 

 それから、給水量は減るかもしれませんが、つくったものの維持管理というのは同じです

から、ナンバー６番のところを、お願いですが、人口を減らさないようにしてくださいよと

いうのも水道局に頼むわけにはいきませんが、どこでも言ってほしいと思います。人口が減

れば水道料金は上がるという、そういう観念を皆さんにも植えつけてもらえば、それだけで

も人口減少に歯どめがかかるかもしれませんので、きょう言う発言ではないかもしれません

が、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長    

それにつきましては、正直、私たちも、私個人的にはどうなのかということで将来危惧し

ているわけですが、ただ、水道を、例えば生月地区の人口は今６,０００人というお話が出ま

したが、３,０００人に減ったからここの地区を水道をやめるというのは難しいのではないか

というふうに考えております。それが、地域の合意の中でここの地区については、例えば水

道料金を上げないために休止するとかというのも選択に出てくるのかもわかりませんが、今

のところ、私たちといたしましては、同じように、市内の皆様方には水道を供給するという

考えのもと、これまでもみんなで支え合いながら料金の負担をしていただいております。そ

の考えからいきますと、水道局としては、これからさきも続けたいと。ですから、今質問が

ありました、どの辺までが減ったら水道が維持できるのかということにつきましては、ちょ

っと数字的なものは持ち合わせておりませんし、大変難しい質問だというふうに考えており

ます。ただ、水道局としては、要望があれば、できるだけ同じように料金で供給していきた

いというふうに考えております。それと、先ほどの資料の件で追加で申し訳ありませんが、

スケジュール等にもありましたように、この資料をつくる段階で、５月から大島地区を皮切

りに説明をしておりまして、同じ資料をつくった関係で、間に合わなかったという点もござ

います。御了承いただきたいと思います。済みません。 

 

○委員○委員○委員○委員    

  ２点ほどお聞きしたいんですが、水道料金の設定に当たっては総括原価方式でやっている
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んですか。もう一点は、議会で料金改定を議論するときに、企業会計やっておられますが、

バランスシートは出して精査を受けているんですか、その２点お願いします。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次次次次長長長長 

   今回の料金改定につきましては、原価方式ということで採用しております。一応収益的な

費用の中から必要な費用に見合うだけの収益がどれほど不足するかというような方式を採用

いたしまして、その不足するものを料金で一応させていますが、収入を確保するというよう

な方式で原価方式というのを採用したいというふうに考えております。 

 議会のほうに提出する場合の資料等につきましては、当然バランスシート等出しまして、

議員の方には説明をするというふうになります。 

 

○委員○委員○委員○委員 

８％、現状１,７５０円が１,８９４円ということで、１４４円程度上がるわけです。これ

は、一般会計からの水道会計に繰入金、それは今はあっているんですか。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

先ほども言いました数字はあくまでも参考で１４０円程度上がります。今お尋ねの一般会

計からの繰り入れ等ですがもこれについてはあっております。ただ、国のほうから、通常、

水道事業経営を行う上で、水道が負担すべきといいますか、本来水道で負担するのではなく

て、一般会計でも負担できるというようなことから決められた項目ということでいただいて

おります。例えば、起債の借金の３分の２とか３分の１の利息の一部ですとか、そういうの

をもらっていますし、例えば、簡易水道と言われる上水道区域じゃないものについては、ど

うしても経費が嵩むということから、国の基準よりも上回った経費に対しては補助をもらう

とかということで、決められた数字はもらっております。ただ、その基準に合わないもの、

水道が赤字だから、単純にいいますと、赤字だから、その不足する部分については、一般会

計から出すよというようなものについてはもらっておりません。決められた全国で同じよう

にもらっておる金額だけではもらっているというとこでございます。 

 

○委員○委員○委員○委員 

２３年度は幾ら。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長  

約１億８,０００万円程度いただいております。 

 

○委員○委員○委員○委員    

２４年度は。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長    

済みません。予算段階ですけども、１億９,４００万円ほど。 
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○委○委○委○委員員員員    

そうすると、２５年度は幾らですか。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

２５年度の予算ベースで１億９,０００万円程度見込んでおります。 

 

○委員○委員○委員○委員 

値上げしほしくはないんですが、皆さんも、本音はそうです。何もかも上がっていくわけ

でしょう。そして、年金は減る。大変厳しい時代を迎えているのに、また、水道料金まで値

上げになる。しかし、あなたたちの説明を聞いて大体わかりました。人口が減ったというよ

うなことも、当然水道収益が減少したというとを。 

 それから、老朽化、企業債の償還、それらいろんな原因が重なってどうしてもやっていけ

ない。そんなことで、２６年の４月から８％値上げしますよと。説明の理由はわかりました。

それで、２５年の赤字は幾ら見込んでいますか。 

 それから、水道の設定料金が５カ年で平均を見直して水道料金を設定するわけですよね。

それを、年度別で平均を出しておると思いますが。その推移を教えてくださいよ。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

２５年度の赤字の見込みですが、予算ベースで４,２６０万円程度の赤字を見込んでおります。 

 

○委員○委員○委員○委員 

５カ年の平均で今回の料金設定したわけですよね。総額でいいですが。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

５カ年間でいいますと、２６年度から３０年度の５カ年間を見込んでおりますが、５カ年

度の赤字の総額を３億円程度見込んでおります。それは、先ほどから説明がありました人口

の減少による収益の減、あるいは経費の、特に、最近、電気代とか、いろんな経費が上がっ

ておりますし、はっきりしておりませんが、２６年度からの消費税の増、そういった経費の

増もありますので、収入の減、それから、費用の増ということで、平均３億ですから、１年

当たり５,０００万の赤字が出る見込みということでの設定になっております。 

 

○委員○委員○委員○委員 

そうすると、年間６,０００万円ぐらいの赤字を見込んで８％の料金の値上げをしないとど

うこうもいかんということで試算しているわけですよね。 

 それから、もう一つ、借り入れ時期によって利子が大分違いますよね。昔は８％や６％や

あっているはずです。一括償還をしているわけですよね。やはり利子を高く払って、借りか

えしますよね。生月の場合もそうしていました。水道の特別会計の場合はそうしていて、で

きるだけ負担がかからないようにしながら、水道会計をしていたわけですよ。あなたたちは、

償還は、大体年間どのくらいですか。一括償還で、去年は幾らですか。 
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○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

去年の起債の借金の償還は約２億程度です、元金が。今言われます一括の繰り上げ償還は、

一応国の基準がありまして、今現在は、利率の５％以上の起債の償還が認められておりまし

て、それは、合併後３年間で約５億５,０００万円程度繰り上げしまして、利息に直しますと

１億２,０００万円程度の削減が行われたというふうな実態ありますが、今の起債が３％台が

６件、４％台が９件ほど残っているんですけども、その部分は、今のところ繰り上げ償還が

認められていないということで、毎年その辺の部分も繰り上げ償還ができるようにというこ

とで、全国の市長会とか、県に対する要望は行っているんですが、今のところは、まだでき

ないというふうな状況になります。 

 

○委員○委員○委員○委員    

水道事業会計すると、今何名で水道事業は運営しているのですか。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長    

正規職員で１９名、今現在です。 

 

○委員○委員○委員○委員 

１９名。正職員で。ほかには、臨時とか。 

    

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長    

パート、非常勤が８名でしたかね。 

 

○委員○委員○委員○委員    

そうすると、もう一つ。さっき説明の中で、民間に委託するようなことも考えているとい

うようなことを述べていますが、あなたたちが考えてそうしているのか、それとも市長から

そういうふうなことで民間委託を考えなさいと言われてしているのか。そこはどうですか。 

 

○○○○水道局総務班水道局総務班水道局総務班水道局総務班班長班長班長班長    

民間委託、実は、市長就任以来のマニフェストの中の１つでもありますし、民間委託で受

ける経費削減というのはありますが、県内の自治体も一部大きい長崎や佐世保、大きい都市

での民間委託は実績ありますが、なかなか民間委託によっての人件費の削減効果が少ないと

いうことで、なかなか難しい状況にありますが、そういった調査を行いながら、どういった

ところからできるのかというところは実際やっておりまして、まだ、いつからというところ

ははっきり申し上げられませんが、この先ほどの５カ年間、３０年度までにどういった方向

かでの、全部ではなくても、一部でも民間委託できないかということで検討と調査段階とい

うことが言えるかと思います。 

 

○委員○委員○委員○委員 

御承知のとおり、この生月はできたときから水道料金が日本一高い町村だろうとこう言わ

れておりました。確かに高かったと思います。現在合併して、今度は田平や大島が入って料
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金設定をしていったわけですよね。それで、少しは落ち着いたわけですが、平戸市自体の水

道料金はどうですか、長崎県では上位のほうになるのか、全国ではどうなるのか。 

 また、議会での説明はどうなっているのか。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

全国はちょっとわかりませんが、県内では、上水道会計といいまして、企業会計でしてい

るところでは１番、小さい島とか簡易水道という、そこの料金は高いところは当然ありはし

ます。 

また、議会といいますか、その前の料金改定についての考え方について、全員協議会の中

で事前の説明をした段階です。それにつきまして、きょうお示ししたような資料等に基づい

て説明いたしまして、最終の料金改定案につきまして、先ほど出ましたいろんな資料と収支

のバランスシート等の資料等をもとに、９月議会の中で最終の御審議をいただくという予定

にしております。 

 

○委員○委員○委員○委員    

そうすると、当然田平や大島でも説明をするということですよね。料金の値上げの設定の

説明については。生月は地域協議会で終わりですか。区長会や、いろいろな団体があります

が、そういう予定はどうなっていますか。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長    

   地域協議会等につきましては、５月に大島のほうで実施をいたしました。田平も５月です。

平戸のほうが７月の後半に、生月で今日させていただくということで、４地区の地域協議会、

審議会のほうに説明をしたところであります。あとにつきましては、先ほど言いましたよう

に、議会の中で産業委員会等で説明をしております。 

 ほかの地区、今お尋ねの、例えば地区の区長会でありますとか、については行っておりま

せん。地域等、関係で、どうしてもその分についてはもうちょっと間に合わないのとかとい

うことで考えております。以上です。 

 

○委員○委員○委員○委員 

一般会計からの繰り入れで、これ、２４年度は１億９,４００万、それから、２５年度が１

億９,０００万、それと、２６年度は、水道局の案としてはどのくらい見込んでいますか。一

般会計繰入金の、それも入れて８％にしておるんですか。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

２６年度もほぼ１億９,０００万円程度になるのかというふうに考えております。当然、繰

り入れにつきましては、先ほど言いましたように、事業を、先ほど言いましたように、起債

等の償還の元金の何割とかというのはありますので、それをもって計算いたしまして出して

おります。 

 当然料金改定につきましては、その繰入金についてもおおよそこれぐらい一般会計からの

繰り入れがあるという見込みを立てて、それも収入のほうに入れて計算をしております。 
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○委員○委員○委員○委員 

そうすると、議会のほうに説明したと言いましたが、議会もやはり１億９,０００万円とい

うことで、大体了解を得ているわけですか。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

議会のほうには、その金額的なものはお話をしておりません。金額的なものですね。当然、

先ほど言いますように、ここに載せておりませんが、収入がどれぐらい見込まれると、経費

がどれぐらい見込まれるというような中から、不足する分がこの程度です。先ほど言った３

億円ですか、５カ年間で出るというような数字は説明しておりますが、繰り入れが幾らと、

おおよその数字等につきましては、額等については出しておりますが、説明の中では資料は

出しております、ある程度の数字は。ただ、議会のほうから、この金額でいいよというよう

なお話は、そういうのはあっておりません。うちのほうからこの程度見込まれるという数値

は資料として出しておりますが。 

  

○委員○委員○委員○委員    

有収率を高めるためには、漏水やなんかの調査をきちんとしなければいけないと思います。

そうすると、平戸市民の場合どういうふうに、どの程度、期間を置いて漏水調査などをして

いるのか。生月も当然していると思うが、そこはどうなっているのか。実態はどうなってい

るのかそこを説明してください。 

 水道の施設をつくってからかなりの期間たつわけですから、かなり漏水していると私は思

っています。その辺の漏水調査がどういうふうになっているのか、平戸市の場合、生月、そ

れから、田平あたりの場合、どういうふうになっていますか。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長  

漏水でありますが、先ほど言いましたように、水をつくる量と、実際の収入に誤差が出る

と。それを解消するところが一番の経費の削減になろうかというふうに考えております。そ

のために、水道局といたしましては、外部委託ということで、昨年が２００万、今年度が２

５０万ということで予算を組んで行いますとともに、職員がどうしても、水、漏水が多い地

区、数値等で計器等でわかりますので、そういう地区については、職員が昼間、あるいは深

夜に職員が直接管路の漏水調査等を行いまして、漏水の修理に当たっているとこです。 

 これにつきましては、各地区とも行っております。また、今後、今御指摘がありましたよ

うに、どうしても、漏水を防止するためには、ある程度、計画的なものも行われなければい

けないというふうに考えておりまして、来年以降、計画的に漏水調査、あるいは修理を行う

ような計画表を作成するということで、今年度準備をしているところであります。 

 

○委員○委員○委員○委員  

もう時間もないので、水道局には滅多にお会いできないので、方針だけを聞こうと思いま

すが、実は水道局のトップがかわりました。それで、いつも私らがお願いしている件の消火

栓の水、これが出していいようになったのかどうかの確認です。 
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○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

   それは、消防活動といいますか、練習のときの水の使用ということだと思いますが、これ

については、先ほど言ったトップというのは局長のことだと思いますが、水道局としては、

現在の消防の訓練のための消火栓の使用というのは現在変更を考えておりません。これまで

どおり、使用を控えていただきたいというような方針になります。 

 この点につきましては、当然、消防活動の訓練、技術の向上というのがあるかと思います

が、どうしても、消火栓を使いますと、水が急激に移動することから、汚れとか何か、鉄さ

びとか何かが動きまして、どうしても一般家庭の方に影響が出ます。そのことで、消防活動

ということで御理解いただく方もおられますけども、どうしても、一般の火災等じゃない訓

練でそういうのが出ると困るというような御意見もありまして、どうしても、現在のところ

控えていただきたいというふうに考えております。 

 

○委員○委員○委員○委員 

水道事業自体は、民間がどうせできないわけですが、今国の規制緩和とかいろいろありま

すね。やはりその辺の話題には上っていないんですか。水道事業の規制緩和については。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

制度的には、水道の経営を民間のほうへ委託といいますか、任せるというのは制度上でき

るかと思います。ただ、いかんせん、先ほども説明いたしましたように、平戸市の場合は、

生月地区ではございませんが、全体の平戸市として経営基盤が大変悪いと、基盤といいます

か、条件がこれから人口が伸びる様子もありません。ただ、地理上の問題から経費がかかる

と、これから老朽管等の問題もあるというふうなことから、果たして制度的には民間の方が

その事業に参加できるということで、大都市のほうでは話もありますが、平戸市のほうに、

企業自体があるのかなというのは思っております。制度的には可能と思います。 

 

○委員○委員○委員○委員    

最後に一番小さいことのお願いですが、実は、神の川ダムがある地域山田地区です。そこ

にずっと農道清掃を、一般の農業者が利用する方が農道清掃しておるわけですが、毎年言わ

れてきていますが、集落からずっとダムを通って、後ろの農免農道までは岩川線という農道

です。そこを４０名程度でずっと年に１回農道清掃しています。その中でいつも出てくるの

が、水道局が一番その農道を利用しているので、そういう清掃作業にはぜひ出てきてもらい

たいという話です。そういう不満がありますので、いろいろ値上げもすると特にまたそうい

う意見も強くなりますので、来年からそういうことがあれば、頭の中に入れていただいて、

半日ばかりでもいいので、その辺も、住民感情を和らげるような形で協力してもらえばまた

違うと思いますので、よろしくお願いします。 

 

○○○○水道局水道局水道局水道局次長次長次長次長 

今のお話は、これまでの経緯とかを含めまして検討してまいりたいと思っております。 
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○会長○会長○会長○会長        

ほかにはございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長○会長○会長○会長  

それでは、ほかにその他の件で、皆様から何がございませんでしょうか。大浦委員。 

 

○委員○委員○委員○委員 

おとといですか、日曜日に、農協の女性部の方たちがアイスを販売するように、観光客を

中心として、それを計画して始めたらしいので、様子見がた、売り上げに協力ということで

行ってみましたが、そのときに、塩俵の東屋があるところが物すごい草だったそうです。そ

れで、女性部の方たち、もちろん○○委員さんにも協力して草を刈っていただいております。

あそこは、生月の一番宣伝になるところです。ああいうところは、ときどき見回りをして、

ぐるぐる公園などは山田婦人会に委託して草刈りをしていますし、剪定もしています。です

から、あそこはいつもきれいです。ですからああいうところは、もう少し気をつけて見てい

ただきたいと思います。以上です。 

 

○産業建設課長○産業建設課長○産業建設課長○産業建設課長        

御指摘ありがとうございます。予算はあるんですが、今のところやはり目が行き届いてな

いのが事実でございます。済みません、ありがとうございます。 

 

○会長○会長○会長○会長        

ほかにはございませんでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

    

○会長○会長○会長○会長  

なければ終わりたいと思います。それでは、以上をもちまして、第２回生月町地域協議会

を閉会いたします。本日は大変お疲れさまでした。 

 

 

 

１６時２０分 閉会 

 

 

 

９．会議録の公開 

  公開する 
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